
Web被害想定システム

　本研究では防災マニュアルとWeb被害想定システムを
リンクさせることにより，今までにない，ダイナミック
かつインタラクティブな総合的防災対策支援システムを
提案する．これによって実際に災害対策に従事する者が，
よりリアルに災害状況をイメージできる能力を養うとと
もに，事前対策の効果をわかりやすく評価することがで
き，総合的防災力の向上が実現する．

研究目的

　本システムでは，地震動の想定を「東京都における
直下地震の被害想定に関する報告書(被害想定手法編)」
に準じて行う．これにより利用者が任意の震源面を設
定することで，地震動(地表速度)の分布図(メッシュ
表示)と各地の数値(地表加速度，速度，震度)がわか
る．
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②構造物被害と
　耐震補強シミュレーション

　右図はシミュレーショ
ンの一例として，川崎市
の1971年以前に建築さ
れた木造建築物を50％
補強した場合の行政側
の負担額（仮設住宅建
設，がれき除去費用）の
軽減効果を示したもの
である．
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本システムでは，耐震補強対策の進捗状況に応じた
地震被害額算定のシミュレーション機能により，耐震
補強の効果を事前に評価することができる．

地震動想定シミュレーション

システム構成

耐震補強シミュレーション

　まず耐震補強を行ってない状況(現在の状況)で，①で
想定した地震が起こった場合に，どれくらいの被害量
(建物倒壊数，建物倒壊被害額，行政の支出額)が発生す
るかを想定する．次に何年に建築された，どのような構
造種の建物を，全体で何％補強するかを決定すると，補
強費と予想される被害量が計算される．以上の二つを比
較することで耐震補強の効果を評価することができる．

・地盤種・課税建物データ
・防災マニュアルデータ.etc

シナリオの決定
（震源の設定，耐震補強策
の決定，etc）

D.B.server

・地震動・耐震補強効果
・職員被災状況
・災害対応業務予測.etc

ＳＱＬによる要求

実行結果

演算図上訓練（仮想体験）

・問題点，
課題の洗い出し

・各種想定結果
・編集したマニュアル

CPU:266HzPenⅡ,Memory:128MB
OS:Linux,DB:PostgreSQLBrowser(IE,Netscape…etc)

Web server

Meguro Lab., IIS

実効性の高い地域防災対策の立案のための
総合的防災対策支援システムの開発（１）

　　　　Development of Integrated Disaster Reduction System  　
for Efficient Disaster Countermeasures 

400

200

100

0

300

川崎 幸
中原 高津

宮前
多摩

麻生

東京･神奈川県境
東京区部直下

東京･埼玉県境
多摩直下

費用（億円）

想定震源

合計

合計

600

500

補強策前
補強策後

経過時間

時
間
被
害
量

地震発生

従来型

提案型

抑止力

復旧・復興戦略

軽減力



提案システムの活用法

④災害対応業務量予測シミュレーション
　地域防災計画策定の際には，災害時に発生する災
害対応業務量を予測して，「できること」と「でき
ないこと」を明確にし，無理のない対策を立ててお
くことが重要である．そこで本システムでは，災害
対応業務量の予測機能をシステムに組み込んだ．

　仕事量の推定には，太田らの提案による活動需要時
系列モデルを採用した．このモデルは様々な地震の条
件と被災地の防災組織(対応部局)の条件が考慮できる
ように，災害対応のシナリオを構築できるものである．
具体的には，地震被害と組織力に応じて，個々の対応
業務の量と時間変化をモデル化し，災害対応業務のシ
ナリオを決めるものである．

活動需要時系列モデル（太田ら1997）

③職員被災シミュレーション

時間別参集人数

半壊被害職員の50％

被害を免れた職員

時間別参集人数時間別参集人数

半壊被害職員の50％

被害を免れた職員

累積参集人数
半壊被害職員の50％

被害を免れた職員

累積参集人数累積参集人数
半壊被害職員の50％

被害を免れた職員

必要職員数

累積参集職員数

活動主体

地震発生後経過時間 (hour)

仕事量（人）

消防

2-3時間後

消防

2-3時間後

人員不足が予想される人員不足が予想される

活動主体

地震発生後経過時間 (hour)

仕事量（人）

必要職員数

累積参集職員数

2-3時間後

消防

2-3時間後

消防消防

シ
ナ
リ
オ
を
変
化

シ
ナ
リ
オ
を
変
化

マニュアルがシナリオに応じて変化マニュアルがシナリオに応じて変化

　災害時には，行政職員も一般市民と同様に被災す
る．そのような状況下で，「職員はどう対応したら
いいのか」あるいは「うまく対処するための仕組み
は何か」などを事前に十分検討しておく必要がある．
そのためには「職員自身が災害時にどのような状況
におかれるのか」と「どの程度被災するのか」を具
体的に把握しておく必要がある．そこで本システム
では，勤務時間外に地震が発生した場合に，シナリ
オ地震に応じた職員の被災状況から参集状況のシミ
ュレーションを行う機能を整備している．

川崎市職員の時間別参集人数と累積参集人数の
シミュレーション結果

　下図はX軸に地震発生後の経過時間，Y軸に活動主体，
Z軸に仕事量をとって,防災マニュアルを分析したもので
ある．XZ面には時間別の仕事量の総和と累積参集職員数
が表示されるので，人員不足が予想される時間帯などが
一目でわかり，無理のない防災計画の立案に利用できる．

　下図も同じ切り口でマニュアルを表示したものである
が，シナリオ地震を変えることで，主体別, 時間別の仕
事量が変化するなど，マニュアルが自動的に変化してい
ることがわかる．

防災マニュアルとのリンク
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対処法の検討

対処法の実施

評価

災害業務の効率化災害業務の効率化

◆仕事の偏った部署はないか？
◆仕事作業を見落としていないか

◆無理な動員計画を立ててはいないか？

吟味吟味

抑止力向上抑止力向上軽減力向上軽減力向上
復旧復旧 //復興計画復興計画

事前準備が整う事前準備が整う

地域が災害に強くなる地域が災害に強くなる

◆いつも被害の大きい地域はないか？

.etc◆適切な仕事配分
◆仕事の階層化

◆耐震補強
◆区画整理

◆仕事の優先順位の決定
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問題点の洗い出し

・諸活動(個々の災害対応業務)について，諸分類項目の
　有無を矩形パルス関数で表す

:諸活動の大分類項目,　　:諸活動の小分類
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・単位の災害に対する大分類活動

jω ・・・重み

小分類諸活動を時間軸上で重み付きの総和として求める
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１　　（対応あり），

０　　（対応なし），


